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芳香族モノマーへの変換

➢ 三段階から成るリグニンからの芳香族モノマー・高分子素材生産

リグニンの低分子化 芳香族モノマーへの変換 芳香族素材への展開

☆有機的な連携が必要

•今回報告の技術：１段階目のリグニンの低分子化に寄与

•リグニンの触媒酸化分解：酸素を酸化剤に利用可能、比較的収率
良くバニリン等の有用化合物を与える

•回収・再利用が容易な金属発泡体固定化触媒を開発

従来触媒 新規触媒

・バイオプロセスの阻害要因となる無機イオン
の分離不要

・触媒再利用も容易

•粉末金属触媒と新触媒の性能比較

(サルファイトリグニンの酸化分解反応)

•新触媒:

回収再利用可能

流通式の連続反応器でも使用可能

•新触媒第２世代:

粉末金属触媒を上回る活性
繰り返し使用による活性低下少ない

焼成により再生も可能

•新触媒による分解後生成物:

連続するバイオプロセスでバニリン酸に収束

(特願2021-059621)
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•実際の物質生産を試行した大スケール化や触媒高性能化

•リグニンから生成したモノマーを活用したポリマー合成

•研究開発パートナーとなる企業様の探索


